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平成20年度　施策評価シート

事業費/
人員

55,000

指標５
（単位：人）

6指標３
（単位：戸）

事業費/
人員

指標４
（単位：％）

基準年
H22

実績値

H19 H20 H21

指標４

指標３

躍動し　魅力あふれる交流拠点都市をめざして

第１章　立地特性を生かした産業の振興をめざします

第５節　都市農業の振興

特色ある都市農業の推進

農業まつりの来場者数

エコファーマー認定農家数

指標２

指標１

17

11,618

31520

環境経済局

農林課

１　施策の目的・概要（目的はわかりやすく記入）

小峰　幸夫課長名

市民一人あたりの
事業費（単位：円）

合計

事業費

人件費

指標名

96,492

＊人件費は、職員一人あたり　Ｈ17：805万円、Ｈ19：805万円として算定。人口は、66.7万人（Ｈ18.4.1現在）、70.6万人（Ｈ20.4.1現在）とした。

※新都市農業推進事業の事業費削減△27,473千円
　（アグリセンター工事請負費△5,460千円、新都市農業公園
拠点用地購入費△18,200千円等）
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　市民ニーズに対応した特色ある都市農業の推進に向けた施策の展開を図る。
　食料自給率の低下や地産地消が社会的な関心事となっている状況下、本市においては「新都市農業推進計画」に基づき、大
型農産物直売所を主たる業務とする新都市農業推進法人の設立に向けた準備を進めると共に、市民が農と直接触れ合う場や
機会の提供のため、市民農園の整備や市民朝市、農業まつりなどの事業を展開する。また、環境の保全に配慮した農業を推進
するため、減農薬や減化学肥料への取り組みに対する助成を行う。
　

２　事業費・人員      　　　　　　　　　　　　     （単位：千円）

年度 増減の主な理由

３　成果・活動指標

平成17年度（決算）

施　策　名

政策名（章）

基本施策名（節名）

施策コード

評価担当局

施策所管課

基本目標

過去３年間の来場数を勘案し、平成１７年の
ピーク時来場者数55,000人を目標とする。

過去４年間の認定農家の増加数を勘案し、
年２戸の増加を見込む。

55,000

98.7 99.3

目標値 実績値 実績値実績値 目標値 目標値 目標値

100.099.7

30,000

99.1

55,000 55,000 55,000

99.4

10 10 12 148

指標１
（単位：％）

事業費/
人員

指標２
（単位：人）

事業費/
人員

事業費/
人員

平成19年度（決算）

35,312 11,618

61,180

指標の基準値の定義 目標値の考え方（根拠）

市民農園の稼働率

基準値

市民農園の稼働率により、市民が直接「農」にふれる機会
を計る。

農業まつりの来場者により、市民が地場農産物を消費する
機会をを計る。

エコファーマーの認定農家数により、環境保全型農業の推
進度合いを計る。

平成１７年度の稼働率を基準とし、年間
０．３％の稼働率の増加を見込む。

指標５



課題
　食の安全意識の高まりとともに、地場産の安全・安心な農産物の供給が求められている。

解決策
　大型農産物直売所を主たる業務とする新都市農業推進法人を設立し、地場産の農産物を供給する大型農産
物直売所場を設置し、地産地消を進めるとともに、環境に配慮した農業の普及を行い、農業者の生産意欲を高
める環境づくりを進める。また、市民が農業とふれあう事業を展開することにより、農業に対する理解を深める。

市民満
足度

＊Ａは、良好、Ｂは、事務事業の見直しが必要、Ｃは、事務事業を統合・廃止の方向

＊Ａは、良好、Ｂは、事務事業の見直しが必要、Ｃは、事務事業を統合・廃止の方向

＊Ａは、良好、Ｂは、事務事業の見直しが必要、Ｃは、事務事業を統合・廃止の方向

８　３次評価及び意見（評価結果及び課題・解決策について、必要に応じて意見を記入）

３次評価

Ｂ

４　市民満足度調査結果（平成20年度実施分）
○この施策の満足度は3.282で121施策の中で31番目。
○重要度は3.836で66番目である。
○改善要望度は-0.0900で81番目である。
○年齢別にみると、満足度は70歳以上で最も高く、40代で
最も低くなっている。重要度は60代で最も高く、20代で最も
低くなっている。
○地区別にみると、満足度は北部で最も高く、津久井で最
も低くなっている。重要度は西部で最も高く、南部で最も低
くなっている。
○居住年数別みると、満足度は、居住年数が10年以上に
なると10年未満と比べて0.2ポイント以上上回る。重要度は
目立った差異はみられない。

各事業が果たす
施策に対する目
標の達成度合い
を把握し、効果の
高い事業を実施し
ている

視点の
種類

５　１次評価（２つの視点から評価を行う）

有効性

Ｈ18評価点

市民満足度調査
により市民ニーズ
を把握し、市民の
立場に立って事業
展開している

評価基準・
着眼点

評価点

4　2　1

4　2　1

合計

１次評価

B

２次評価

4
評価結果に基づく区分（２項目の合計点数による）

　Ａ（6点以上）　　Ｂ（5点・4点）　　Ｃ（3点以下）

７　２次評価及び意見（１次、２次で評価に相違がある場合など、必要に応じて意見を記入）

Ｂ

６　課題と解決策（現状または、評価結果から）

4　2　1

前回（Ｈ18）評価結果との比較分析

4　2　1

特色ある都市農業の推進

20代

30代

40代
50代

60代

70歳以上
北部

西部

南部

津久井

５年未満

５年～１０年未満

１０年～２０年未満

２０年以上

2.5

3.0

3.5

4.0

4.5

5.0

2.0 2.5 3.0 3.5 4.0

　　平均　 3.178

低い　←　満足度　→　高い

高
い
　

←
　
重
要
度
　

→
　
低
い

平均　 3.859



コード 31520

構成事務事業一覧

単位：千円

事務事業
担当課

構成事務事業
Ｈ19決算見込

（事業費）
Ｈ20予算
（事業費）

Ｈ21見込額
（事業費）

事業効果
の高い

指標番号

前回の
優先順位

Ｈ17人員
（人）

Ｈ17決算額
（事業費）

Ｈ１７合計
（人件費含む）

農林課 新都市農業推進事業 2,301 759 259 3 1 6.00 27,732 76,032

農林課 都市農業ふれあい事業 2,754 2,693 2,363 2 4 1.00 2,757 10,807

農林課 環境保全型農業推進事業 798 981 981 3 2 0.10 370 1,175

農林課 市民農園整備推進事業 5,765 3,320 3,320 1 3 0.50 4,453 8,478

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

11,618 7,753 6,923 7.60 35,312 96,492

特色ある都市農業の推進


